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悪い夢をみた。

装飾語人間のような自称女流詩

人がある美術館に立っている。まわ

りの学芸員に向かつて、、私が黙っていて

も私のまわりを片付けて下さい。私は美な

のですから;美と認めるのは他者である。過日、

称名滝へ行った日の夜の夢であった。 j竜ツボのそば

でしばし膜想、激しく爽快な美の中で世俗を忘れたり

問うたりしてその帰路。近くの駐車場のトイレに入つ

た。滝の延長線上にあるトイレは、立山量茶羅をもじ

ればまさに厨地獄だ。称名の美は本人の訴えもむなし

〈蹴散らされてしまった。あの滝のアレンジで豊富な

水をぜL、たくに使わぬ子はない。

美が美でなくなる時。富山で目についたいくつかを挙

げてみる。北陸線K駅の水が枯れた(勿論花も半分以

上)フラワーポット。庖舗デザインの構図を崩すおせ

っかし、なくせに無愛想な商庖街の庖員。鳥居があって

参道、玉砂利を通って清める水がある一一こ.の定形美

をゆがめる営利のための駐車場からはみ出し参道を占

拠させている大きな神社のその心。まだある。が、こ

れらの悪とは逆に自然美や人格の美(人間性の美とい

うべきか)を感じさせるところに出会うと救われる。

上市眼目立山寺のトガ並木の静寂。八尾風の盆での手

作りおわら人形を実演販売していた家族のあったかな

笑顔、哀調の胡弓の音が背を伝い、そぼ降る雨と瀬音

が社会の疲労感を向くやってくれる。一一我々は美い、

うものとのふれ合いの中で、単に疲れを癒やすという

功利的な目的以外に自己との対面による内部改革をも

求めたりする場合が結構ある。見せつけられる外面的

な美にすくー飽きがくるのはそれらの美は限界があるか

らである。女性も然り、美人から美を取ることで人と

いう文字にふらつきがあってはしょうがなし、。あいさ

つも満足に出来なし、。秋の虫の音を遮断するように車

から空カンを投げる。これ実際に見た女性の姿である。

それらに接すると、世の中に大いなるうるおいを求め

歩きたくなる。そういえば上市の何とか味噌のそばの

銭湯の女主人は本当に感じがよかったなア。それか

ら、淡々と落ちてくる大岩の滝のトイレはばた

トイレだが)きれいで悪臭が全くなかった

なァ。そこの茶庄は昭和20年代で時聞が

止まっているような素朴で人情味が

あったなア。これらもやっぱり

、美、であると思うのです。

，守.
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友
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「富山県・遼寧省友好交流促進会議」 砂

に関する覚書調印式

(左:白副省長右:藤田副知事)
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4・

八
月
二
十
日
か
ら
二
十
九
日
ま
で
の
十
日
間
、
藤
田

弘
志
副
知
事
を
団
長
に
県
内
各
界
各
層
の
代
表
者
か
ら

な
る
「
富
山
県
友
好
代
表
団
」
(
一
行
十

一
名
)
が
本
県

の
友
好
提
携
先
、
中
国
遼
寧
省
ヘ
派
遣
さ
れ
ま
し
た
。

代
表
団
は
、
遼
寧
省
人
民
政
府
(
県
庁
に
当
リ
ま
す
)
・

省
人
民
代
表
大
会
(
県
議
会
に
当
リ
ま
す
)
等
を
表
敬

訪
問
し
、
両
県
省
聞
の
友
好
交
流
の

一
層
の
促
進
に
つ

い
て
協
議
を
行
っ
た
ほ
か
、
近
年
め
ざ
ま
し
い
工
業
化

を
遂
げ
つ
つ
あ
る
本
渓
市
の
公
式
訪
問
や
棒
陽
市
内
の

第

一
機
械
工
場
、
中
国
医
科
大
学
付
属
病
院
等
の
視
察

な
ど
友
好
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

遼
寧
省
側
と
の
会
談
で
は
、
両
県
省
の
各
分
野
に
お

け
る
民
間
団
体
の
交
流
拡
大
や
経
済
協
力
関
係
等
に
つ

い
て
、
率
直
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
、
そ
の
結
果
、
今

後
の
友
好
交
流
の
あ
リ
方
等
を
討
議

・
検
討
す
る
「
富

山
県
・
遼
寧
省
友
好
交
流
促
進
会
議
」
に
関
す
る
覚
書

の
調
印
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
会
議
は
、

二
十

一
世
紀
に
向
け
て
、
両
県
省
間

の
友
好
協
力
関
係
を

一
層
充
実
発
展
さ
せ
る
た
め
、
長

期
的
展
望
と
幅
広
い
視
野
に
立
っ
て
、
両
県
省
聞
の
友

好
交
流
の
あ
リ
方
と
実
務
的
な
友
好
交
流
事
業
の
進
め

方
を
討
議

・
検
討
す
る
も
の
で
す
。
そ
し
て
第

一
回
会

議
を
、
本
年
十

一
月
ま
た
は
来
年
五
月
に
富
山
県
て
開

催
す
る
こ
と
で
合
意
し
ま
し
た
。

こ
の
会
議
の
設
置
に
よ
リ
、
今
後
の
両
県
省
聞
の
友

好
交
流
の

一
層
の
進
展
が
期
待
さ
れ
ま
す
。



ヅプ2

介
護
の
負
担

5
軽
減
す

3
々
の
の
生
活
機
器
展

ナ
イ
ス
• 

ハ
ー
ト
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

• 

県
民
会
館
で
聞
か
れ
ま
し
た
。

お
年
寄
り
が
生
き
が
い
を
見
い
出
し
若

返
り
を
図
る
と
と
も
に
、

明
る
く
豊
か
な

老
人
福
祉
増
進
へ
の
理
解
と
協
力
を
得
よ

a

う
と
例
年
聞
か
れ
て
い
る
老
人
若
返
り
祭

り
、
今
年
は
九
月
九
日
・
十
日
の
二
日
間
、

九
日
、
大
ホ
ー
ル
。
県
内
各
地
域
の
老
人
ク
ラ
ブ
連

合
会
の
ス
テ
ー
ジ
で
す
。
民
踊
か
ら
、
民
話
、
郷
土
芸

能
、
歌
謡
曲
ま
で
内
容
も
さ
ま
ざ
ま
。
各
凶
体
と
も
日

頃
鍛
え
た
自
慢
の
芸
を
披
露
し
ま
し
た
。
会
場
は
、
終

日
、
華
や
い
だ
雰
囲
気
に
つ
つ
ま
れ
、
集
ま

っ
た
お
年

寄
リ
は
心
身
と
も
に
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
ま
し
た
。
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演
芸
の
ど
自
慢
大
会

9
月
間
日

i
m
日

富
山
西
武

7
階

昭
和
五
十
六
年
は

「
国
際
障
害
者
年
」
で
し
た
が
、

そ
の
翌
年
、

「障
害
者
対
策
に
関
す
る
長
期
計
画
」が
政

府
に
お
い
て
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
各
地
方
自
治
体
や
障

害
者
団
体
に
お
い
て
も
こ
の
計
画
を
も
と
に
し
て
そ
れ

ぞ
れ
長
期
計
画
を
策
定
レ
、
障
害
者
の

「完
全
参
加
と

平
等
」
の
推
進
に
努
力
を
し
て
き
で
い
ま
す
。

今
年
は
、
計
画
の
初
年
度
か
ら
数
え
て
五
年
目
、
折

り
返
し
点
に
あ
た
る
こ
と
か
ら
あ
ら
た
め
て
計
画
の
実

現
を
推
進
す
る
動
き
が
高
ま
っ
て
お
リ
、
富
山
県
て
も

本
年
と
来
年
を
中
間
(
中
央
)
年
と
し
、
ナ
イ
ス
・
ハ

ー
ト
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

今
回
、
聞
か
れ
た
「
生
活
機
器
展
」
で
は
、
寝
た
き

リ
障
害
者
、
老
人
の
た
め
の
コ
ー
ナ
ー
や
自
立
の
た
め

の
工
夫
コ
ー
ナ
ー
な
ど
の
各
種
展
示
の
ほ
か
、
生
活
機

器
や
補
助
具
の
利
用
、
福
祉
制
度
に
関
す
る
相
談
コ
ー

ナ
ー
、
福
祉
の
庖
特
販
コ
ー
ナ
ー
も
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

な
お
、
先
に
県
が
募
集
し
た
、
ナ
イ
ス

・
ハ
ー
ト
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
標
語
に
は
、
富
山
市
呉
羽
小
学
校
五
年
の

吉
川
真
砂
美
さ
ん
の

『
さ
し
だ
す
手
小
さ
な
手
に
も

大
き
な
愛
』
が
最
優
秀
に
選
ば
れ
て
い
ま
す
。

2 

老人作品展示・

各種相談

コーナー

九
日

・
十
日
地
下
展
示
場
。
皆
さ
ん
、
手
先
が
誌
用

で
す
ね
。
陶
芸
、
手
芸
、
絵
画
、
書
な
ど
、
ど
れ
を
と

っ
て
み
て
も
見
事
な
で
き
ば
え
で
す
。
な
か
に
は
、
そ

れ
ぞ
れ
各
自
の
作
品
の
で
き
を
批
評
し
あ
づ
て
い
る
姿

も
見
う
け
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
年
金
、
医
療
、
生
活
、
職
業
紹
介
の
各
相
談

コ
ー
ナ
ー
も
併
設
さ
れ
、
た
く
さ
ん
の
相
談
を
受
け
付

け
ま
し
た
。
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富
山
県
で
は
、
二
十
一
世
紀
に
向
け
て
新
し
い
県
，
つ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

こ
れ
を
円
滑
に
進
め
る
に
は
、
県
民
す
べ
て
の
積
極
的
な
参
加
と
協
力
を
得
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

「
富
山
県
情
報
公
開
条
例
」
は
、
公
文
書
の
開
示
を
請
求
す
る
県
民
の
権
利
を

明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
積
極
的
な
情
報
提
供
を
行
う
こ
と
な
ど
情
報
公
開

の
総
合
的
な
推
進
に
つ
い
て
定
め
た
も
の
で
、
本
年
九
月
三
十
日
に
制
定
さ
れ
、

昭
和
六
十
二
年
四
月
か
ら
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

開
わ
れ
た
県
政
の
一
層

a推
進
干
の
ず
!
マ

出
国
国

情報公開の総合的な推進の体系

-E彊置ヨ盈盈室温・
(県民の請求により公文書を開示)

県

-E量謹盛鍾湿醤-
( 県が県民に積極的に闘を提供

広報活動・行政資料の提供・情報の所在案内等
山

県

〉

(県が主要な施策に関する情報を公表)

(県民の情報ニーズの把握)
(公聴活動)

-E冨彊霊童盟置・・

く

民

条
例
の
具
体
的
内
容

(
条
例
の
構
成
)

条
例
は
、
四
章
二
十
二
条
か
ら
構
成
さ
れ
て
お
り
、

そ
れ
ぞ
れ
次
の
事
項
が
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

条
例
の
目
的
、
公
文
書
な
ど
の
定
義
、
解
釈

運
用
方
針
、
情
報
公
開
の
総
合
的
な
推
進
な

ど
総
則
的
な
事
項

公
文
書
の
開
示
の
請
求
方
法
や
開
示
す
る
か

ど
う
か
の
決
定
手
続
に
関
す
る
事
項

情
報
の
提
供
施
策
や
公
表
制
度
の
拡
充
に
関

す
る
事
項

公
文
書
の
開
示
の
実
施
状
況
の
公
表
な
ど
条

例
の
実
施
に
関
す
る
事
項

第

一
章

第
二
章

第
三
章

第
四
章

(
用
語
の
意
味
)

条
例
で
は
、
県
民
が
請
求
し
た
公
文
書
を
閲
覧
す
る

こ
と
と
そ
の
写
し
の
交
付
を
受
け
る
こ
と
を
「
公
文
書

の
開
示
」
と
い
う
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
公
文
書
の
開
示
を
実
施
す
る
機
関
を
「
実
施

機
関
」
と
い
う
こ
と
に
し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
、
知

事
、
教
育
委
員
会
、
選
挙
管
理
委
員
会
、
人
事
委
員
会
、

監
査
委
員
、
地
方
労
働
委
員
会
、
公
営
企
業
管
理
者
な

ど
県
の
十
の
機
関
で
す
。
(
な
お
、
議
会
と
公
安
委
員
会

は
除
か
れ
て
い
ま
す
。)

(
公
文
書
の
開
示
)

①
請
求
権
者

公
文
書
の
開
示
を
請
求
で
き
る
の
は
、
県
内
に
住
所

や
事
務
所
、
事
業
所
を
持
つ
個
人
や
法
人
で
す
。

条
例
の
ね
ら
い

条
例
は
、
県
政
に
関
す
る
情
報
を
公
開
し
て
、
県
民

の
県
政
に
対
す
る
理
解
と
信
頼
を
深
め
、
県
民
に
聞
か

れ
た
県
政
を
一
層
推
進
す
る
こ
と
を
ね
ら
い
と
し
て
い

ま
す
。

条
例
の
特
色

条
例
の
特
色
と
し
て
は
、
次
の
点
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

①
原
則
公
開

県
の
持
つ
情
報
は
原
則
と
し
て
公
開
す
る
こ
と
と
し
、

公
文
書
の
開
示
を
求
め
る
県
民
の
権
利
を
十
分
に
尊
重

す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

②
個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
保
護

公
文
書
が
開
示
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
個
人
の
プ
ラ

イ
バ
シ
ー
が
侵
害
さ
れ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
、
県
や
情

報
公
開
制
度
の
利
用
者
に
個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
尊

重
す
る
よ
う
求
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
個
人
情
報
は
原

則
と
じ
て
公
開
し
な
い
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

③
情
報
公
開
の
総
合
的
な
推
進

県
民
が
容
易
に
情
報
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
す
る
に
は
、
請
求
に
よ
っ
て
情
報
を
公
開
す
る
だ

け
で
な
く
、
県
の
側
か
ら
積
極
的
に
情
報
を
公
開
し
て

い
く
こ
と
も
重
要
で
す
。
こ
の
た
め
公
文
書
の
開
示
だ

け
で
な
く
、
広
報
な
ど
の
情
報
提
供
施
策
や
主
要
施
策

に
関
す
る
情
報
の
公
表
制
度
を
拡
充
し
て
、
情
報
公
開

を
総
合
的
に
推
進
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
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②
請
求
方
法

入
手
し
た
い
公
文
書
(
情
報
)
の
内
容
を
記
載
し
た
書

面
(
開
示
請
求
書
)
を
情
報
公
開
の
請
求
窓
口
に
提
出
し

ま
す
。
こ
の
請
求
書
に
は
、
請
求
者
の
氏
名
や
住
所
も

記
載
し
ま
す
。

情
報
公
開
の
請
求
窓
口
は
、
県
庁
東
別
館
二
階
の
情

報
公
開
総
合
窓
口
と
、
公
文
書
セ
ン
タ
ー

(
仮
称
、
県

立
図
書
館
東
側
に
建
設
中
)
に
置
き
ま
す
。
こ
の
窓
口

て
は
、
公
文
書
の
開
示
の
請
求
手
続
や
情
報
の
所
在
案

内
な
ど
情
報
公
開
に
関
す
る
相
談
も
受
け
付
け
ま
す
。

(
な
お
、
請
求
は
、
各
実
施
機
関
で
も
受
け
付
け
ま
す
。
)

③
開
示
す
る
か
ど
う
か
の
決
定

請
求
さ
れ
た
公
文
書
に
つ
い
て
は
、
原
則
と
し
て
、

十
五
日
以
内
に
、
各
実
施
機
関
て
開
示
で
き
る
か
ど
う

か
を
決
定
し
て
、
請
求
者
に
結
果
を
文
書
て
通
知
し
ま

す
。な

お
、
請
求
さ
れ
た
公
文
書
に
個
人
や
法
人
な
ど
の

情
報
が
含
ま
れ
て
い
る
と
き
は
、
個
人
や
法
人
に
不
測

の
損
害
を
与
え
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
、
個

人
や
法
人
の
意
見
を
聞
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

必
要
に
応
じ
公
文
書
開
示
審
議
会
の
意
見
を
聞
い
て
、

公
正
な
決
定
を
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

④
開
示
し
な
い
こ
と
が
で
き
る
場
合

こ
の
条
例
て
は
、
公
開
を
原
則
に
レ
て
い
ま
す
。
但

し
、
公
文
書
に
次
の
よ
う
な
情
報
が
含
ま
れ
て
い
る
場

合
は
、
開
示
さ
れ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

-
法
律
な
ど
で
開
示
で
き
な
い
と
さ
れ
て
い
る
情
報

@
特
定
の
個
人
が
識
別
さ
れ
る
情
報
(
個
人
の
ブ
ラ

イ
パ
シ
ー
を
侵
害
す
る
も
の
)

-
法
人
な
ど
に
不
利
益
を
与
え
る
情
報
(
但
し
、
県

民
の
生
命
、
身
体
の
安
全
を
守
る
た
め
に
開
示
さ

5 



れ
る
も
の
も
あ
リ
ま
す
。)

-
固
な
ど
と
県
と
の
協
力
関
係
が
損
な
わ
れ
る
情
報

@
県
な
ど
の
意
思
決
定
に
支
障
を
生
ず
る
情
報

-
委
員
会
や
審
議
会
の
公
正
な
議
事
運
営
が
損
な
わ

れ
る
情
報

@
県
な
ど
の
事
務
、
事
業
の
公
正
な
実
施
が
で
き
な

く
な
る
情
報

@
公
共
の
安
全
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る

お
そ
れ
の
あ
る
情
報

⑤
開
示
し
な
い
決
定
を
受
け
た
も
の
の
救
済

開
示
し
な
い
こ
と
が
で
き
る
場
合
に
該
当
す
る
た
め
、

請
求
者
が
公
文
書
の
開
示
を
し
な
い
決
定
を
受
け
た
場

合
は
、
実
施
機
関
に
不
服
申
立
て
を
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

こ
の
場
合
は
、
実
施
機
関
は
、
公
文
書
開
示
審
議
会

の
意
見
を
尊
重
し
て
、
不
服
申
立
て
に
対
す
る
決
定
を

-・

し
ま
す
。

⑥
公
文
書
開
示
審
議
会
は
、
学
識
経
験
者
五
名
以
内
の

委
員
で
構
成
さ
れ、

実
施
機
関
か
ら
の
諸
問
に
応

ν、

⑦
費
用
の
負
担

公
正
に
審
議
し
ま
す
。

公
文
書
の
写
し
の
交
付
や
そ
の
郵
送
に
要
す
る
実
費

は
請
求
者
が
負
担
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

(
情
報
の
提
供
と
公
表
)

実
施
機
関
は
、
県
民
が
必
要
と
す
る
情
報
を
迅
速
容

易
に
利
用
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
、

①
県
民
の
情
報
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
把
握
し
て
正
確
で
分

か
り
ゃ
す
い
情
報
を
積
極
的
に
提
供
す
る
よ
う
努
め
る
。

②
広
報
活
動
の
積
極
的
な
推
進
、
行
政
資
料
の
目
録
の

整
備
、

閲
覧
施
設
の
充
実
、
情
報
の
所
在
案
内
な
ど
情

報
提
供
施
策
の
拡
充
に
努
め
る
。

各実施機関

ファイリング・システムによる

文書の整理・保管

公文書請求から開示までの流れ

請求窓口
民県

j

局
、
... 官
、
以

v

・1
!
u
.
、

・

川

伊

三

日

vi--
H

円

、伸、
，HU

開示|決定一L開一 ¥ 
~吋ぺ-λ勺 Jι
人

.公文書の写しの交付

開示非開示の判断・決定

公文書開示審議会
③
主
要
な
施
策
な
ど
の
情
報
の
公
表
制
度
の
拡
充
に
努

め
る
。

こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

※
富
山
県
情
報
公
開
条
例
、
情
報
公
開
制
度
に
つ

い
て
詳
し
く
は
、
県
庁
総
務
課
情
報
公
開
班
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

。

一
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新幹線をめぐる動き北陸

は
じ
め
に

北
陸
新
幹
線
は
「
全
国
新
幹
線
鉄

道
整
備
法
」
に
よ
リ
、
昭
和
四
十
七

年
に
基
本
計
画
が
、
ま
た
四
十
八
年

に
整
備
計
画
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
が
、

そ
の
直
後
の
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
に
伴

う
総
需
要
抑
制
策
や
国
鉄
の
財
政
問

題
等
に
よ
リ
着
工
が
延
期
さ
れ
て
き

ま
し
た
。

し
か
し
、
以
来
今
日
ま
で
、
北
陸

新
幹
線
沿
線
都
府
県
の
国
会
議
員
は

じ
め
関
係
者
の
皆
さ
ん
の
た
ゆ
ま
ぬ

努
力
の
結
果
、
本
格
着
工
ヘ
向
け
て

着
実
な
前
進
を
み
せ
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
は
、
北
陸
新
幹
線
を
め
ぐ

る
最
近
の
動
き
に
つ
い
て
紹
介
し
ま

す
。そ

れ
は
、
昨
年
八
月
二
十
二
日
に

行
わ
れ
た
「
整
備
新
幹
線
計
画
に
つ

い
て
」
の
政
府
等
の
申
し
合
わ
せ
に

従
っ
て
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

政
府
等
の
申
し
合
わ
せ

て

東
北
及
び
北
陸
新
幹
線
に
つ
い

て
は
、
環
境
影
響
評
価
が
終
了
し

た
場
合
に
、
工
事
実
施
計
画
の
認

可
を
申
請
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

二
、
財
源
問
題
、
国
鉄
分
割
民
営
化

後
に
お
け
る
建
設
主
体
、
運
営
主

体
の
あ
リ
方
、
並
行
在
来
線
の
廃

止
の
具
体
的
内
容
等
に
つ
い
て
合

意
を
得
る
た
め
、
政
府
・
与
党

一

体
と
な

っ
て
検
討
を
行
う
検
討
機

関
を
設
け
る
も
の
と
す
る
。
検
討

機
関
は
官
房
長
官
、
総
務
庁
長
官
、

大
蔵
大
臣
、
運
輸
大
臣
、
自
治
大

臣
、
(
中
略
)
を
も
っ
て
構
成
す
る
。

そ
の
下
に
、
関
係
省
庁
の
局
長
ク

ラ
ス
て
構
成
す
る
幹
事
会
を
設
け

る
。検

討
の
目
途
に
つ
い
て
は
、
精

力
的
に
検
討
を
行
い
、
で
き
る
だ

け
早
急
に
結
論
を
得
る
も
の
と
す

る
。
(
遅
く
と
も
、
六
十
二
年
四
月

に
予
定
さ
れ
て
い
る
国
鉄
分
割
民

営
化
の
ス
タ
ー
ト
ま
で
を
目
途
と

す
る
。)

三
、
工
事
実
施
計
画
の
認
可
は
、
検

討
機
関
の
結
論
が
得
ら
れ
た
段
階

て
、
五
十
七
年
九
月
の
閣
議
決
定

を
変
更
し
た
う
え
、
行
う
も
の
と

す
る
。

山
」
よ
り
約
三
時
間
十
分
、
上
越

新
幹
線
経
由
よ
リ
約

一
時
間
三
十

分
そ
れ
ぞ
れ
短
縮
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
列
車
本
数
は

一
時
間
当

た
リ
上
、
下
あ
わ
せ
て
最
大
五
、

六
本
程
度
と
な
リ
ま
す
。

新
幹
線
駅
周
辺
環
境
整
備
事
業
に
着
手

今
春
か
ら
国
鉄
富
山
駅
で
新
幹
線

駅
周
辺
環
境
整
備
事
業
が
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

こ
の
事
業
は
、
政
府
等
の
申
し
合

わ
せ
第
四
項
に
基
づ
い
て
実
施
さ
れ

て
い
る
も
の
で
す
。
現
在
行
わ
れ
て

い
る
工
事
は
、
在
来
線
の
利
用
客
へ

の
サ
ー
ビ
ス
を
向
上
さ
せ
る
た
め
、

手
狭
に
な
っ
て
い
る
待
合
室
を
増
設

す
る
も
の
で
す
。
正
面
改
札
口
の
上

方
に
、
広
さ
約
四
百
平
方
メ
ー
ト
ル

の
待
合
室
(
売
鹿
、
喫
茶
コ
ー
ナ
ー

等
を
含
む
。
)
が
設
け
ら
れ
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

四
、
地
域
の
実
情
等
に
よ
リ
、
新
幹

線
駅
周
辺
環
境
整
備
事
業
を
行
う

こ
と
が
で
き
る
。
本
事
業
は
、
関

係
地
方
公
共
団
体
と
協
力
し
つ
つ

駅
舎
改
良
及
び
そ
れ
に
伴
う
駅
前

広
場
再
開
発
事
業
等
を
実
施
す
る

も
の
と
す
る
。

な
お
、
そ
の
た
め
の
財
源
は
、

必
要
が
あ
れ
ば
本
年
度
に
お
い
て

は
、
予
算
に
計
上
さ
れ
て
い
る
整

備
新
幹
線
建
設
費
か
ら
充
て
る
こ

と
が
で
き
る
。

高
崎
・
小
松
聞
の
認
可
申
請
が
完
了

昨
年
十
二
月
二
十
五
日
に
日
本
鉄

道
建
設
公
団
か
ら
運
輸
大
臣
に
北
陸

新
幹
線
(
高
崎
・
小
松
間
)
の
工
事

実
施
計
画
認
可
申
請
が
行
わ
れ
ま
し

た
。こ

の
計
画
て
は
、
群
馬
県
内
に
駅

が
設
置
さ
れ
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
し
た
。
し
か
し
、
駅
設
置
に
つ
い

て
の
地
元
の
強
い
要
望
が
あ
リ
、
鉄

建
公
団
と
の
聞
で
協
議
が
重
ね
ら
れ

た
結
果
、
新
安
中
駅
(
仮
称
)
を
設

け
る
こ
と
で
合
意
さ
れ
、
八
月
二
十

九
日
に
追
加
申
請
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
リ
、
高
崎
・
小
松
間
の

認
可
申
請
の
手
続
き
は
完
了
し
ま
し

た
。工

事
の
基
礎
部
は
、
新
幹
線
の
乗

リ
入
れ
に
際
し
で
も
橋
脚
の
基
礎
と

レ
て
そ
の
ま
ま
利
用
で
き
る
よ
う
な

構
造
に
な
り
ま
す
。
こ
の
工
事
は
来

年
三
月
に
完
成
の
予
定
で
す
。

な
お
、
新
幹
線
駅
周
辺
環
境
整
備

事
業
は
、

北
陸
新
幹
線
関
係
で
は
富

山
駅
の
ほ
か
、
金
沢
駅
、
長
野
駅
て

も
工
事
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

着
工
へ
の
課
題

政
府
等
の
申
し
合
わ
せ
第
二
項
に

基
づ
き
、
昨
年
八
月
二
十
七
日
に
整

備
新
幹
線
財
源
問
題
等
検
討
委
員
会

ま
た
、
同
日
、
九
州
新
幹
線
(
鹿

児
島
ル
ー
ト
)
に
つ
い
て
も
認
可
申

請
が
行
わ
れ
、
整
備
新
幹
線
五
線
の

う
ち
認
可
申
請
が
な
さ
れ
た
の
は
、

北
陸
、
東
北
に
九
州
(
鹿
児
島
ル
ー

ト
)
が
加
わ
リ
、
優
先
着
工
を
め
ぐ

っ
て
運
動
も
城
烈
に
な
る
も
の
と
思

わ
れ
ま
す
。

な
お
、
北
陸
新
幹
線
(
高
崎
・
小

松
間
)
工
事
実
施
計
画
の
概
要
は
、

次
の
と
お
リ
で
す
。

一
、
線
路
の
概
要

延
長
は
約
三
七
二
キ
ロ
て
、
駅
は
、

群
馬
県
に

一
駅
、
長
野
県
に
五
駅
、

新
潟
県
に
二
駅
、
富
山
県
に
三
駅、

石
川
県
に
二
駅
を
設
け
ま
す
。

h

二
、
工
事
費

車
両
費
を
含
ま
ず
に
昭
和
五
十
九

年
度
価
格
で

一
兆
三
千
九
百
五
十

億

円

(
一
キ
ロ
当
た
り
三
十
七

・

五
億
円
)
で
す
。

三
、
工
期

総
延
長
の
約
四
七
パ
ー
セ
ン
ト
が

ト
ン
ネ
ル
に
な
リ
ま
す
の
で
そ
の

技
術
面
の
う
え
か
ら
工
期
は
六
年

と
な

っ
て

い
ま
す
。

四
、
輸
送
計
画

列
車
の
最
高
速
度
は
時
速
二
四
0

キ
ロ
て
、
富
山
、
東
京
間
の
所
要

時
間
は
、
「
ひ
か
リ
型
」
て
約
二
時

間
三
十
分
と
な
リ
、
現
行
の
「
臼

8 

が
設
置
さ
れ
、
現
在
ま
で
下
部
機
関

の
幹
事
会
が
数
回
聞
か
れ
て
い
ま
す

が
肝
心
の
委
員
会
は

一
度
聞
か
れ
た

だ
け
で
す
。

こ
れ
を
促
進
す
る
た
め
、
去
る
八

月
二
十
日
に
東
京
都
内
て
整
備
新
幹

線
早
期
着
工
促
進
議
員
連
盟
(
二
階

堂
進
会
長
)
と
整
備
新
幹
線
沿
線

十
八
都
道
府
県
共
催
の
整
備
新
幹
線

早
期
着
工
要
求
大
会
(
国
会
議
員
、

沿
線
県
知
事
等
約
六
百
名
が
参
加
)

を
開
催
し
ま
し
た
。
そ
し
て
建
設
財

源
等
の
検
討
課
題
の
早
期
解
決
と
昭

和
六
十
二
年
度
政
府
予
算
に
本
格
的

な
建
設
費
を
計
上
す
る
よ
う
決
議
を

し
ま
し
た
。

現
在
、

北
陸
新
幹
線
の
着
工
は
、

財
源
問
題
や
建
設
・
運
営
主
体
な
ど

の
検
討
課
題
に
つ
い
て
の
検
討
委
員

会
の
結
論
を
待
っ
て
行
わ
れ
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
国
の
財
政
再

建
や
国
鉄
の
分
割
・
民
営
化
な
ど
整

備
新
幹
線
を
と
り
ま
く
厳
し
い
環
境

を
考
え
る
と
建
設
促
進
運
動
に
と
っ

て
最
後
の
関
門
と
い
え
ま
す
。

富
山
県
が
飛
躍
的
に
発
展
し
て
い

く
た
め
に
、
北
陸
新
幹
線
の

一
日
も

早
い
本
格
着
工
が
実
現
す
る
よ
う
、

沿
線
関
係
都
道
府
県
と
と
も
に
総
力

を
あ
げ
て
強
力
な
運
動
を
展
開
し
て

い
く
こ
と
が
何
と
し
て
も
必
要
で
す
。
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麓
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し
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濃
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正
し
い
蒸
の
買
い
方

一
専
門
家
に
相
談

薬
を
買
う
時
は
、
薬
剤
師
等
の
専
門
家
に
症
状
を
よ

く
説
明
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
特
に
、
薬
に
は
素
人

が
自
分
の
判
断
て
使
用
し
て
は
い
け
な
い
場
合
が
あ
リ

ま
す
か
ら
、
必
ず
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

二
容
器
・
包
装
・
表
示
に
注
意

容
器
や
包
装
が
い
た
ん
で
い
た
リ
、
表
示
が
は
っ
き

リ
し
な
い
も
の
は
変
質
し
て
い
る
恐
れ
が
あ
リ
ま
す
。

買
わ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

三
劇
薬
等
の
作
用
の
強
い
薬

毒
薬

・
劇
薬
は
作
用
が
強
く
危
険
で
す
。
購
入
す
る

場
合
は
、
そ
の
品
名、

数
量、

使
用
の
目
的
、

譲
受
の

年
月
日
等
の
必
要
事
項
等
を
書
い
た
用
紙
に
署
名
ま
た

は
印
を
押
さ
な
け
れ
ば
な
リ
ま
せ
ん
。
ま
た
十
四
歳
未

満
の
人
は
買
え
ま
せ
ん
。

守
的
月
は
墨
親
月
間
で
す
。
』

一
、
里
親
制
度

里
親
制
度
と
は
、
保
護
者
が
死
亡
し
た
リ
、
長
期
に

入
院
す
る
な
ど
家
庭
に
恵
ま
れ
な
い
児
童
を
家
庭
に
預

か
リ
、
暖
か
な
愛
情
と
な
ご
や
か
な
雰
囲
気
の
な
か
で

心
身
と
も
に
健
や
か
に
育
て
よ
う
と
す
る
制
度
で
す
。

こ
の
里
親
制
度
は
、
人
間
形
成
の
基
盤
が
確
立
さ
れ

る
幼
児
期
や
年
少
期
に
と
っ
て
特
に
望
ま
し
い
も
の
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

ニ
、
里
親
に
な
る
た
め
に

里
親
に
な
る
た
め
に
は
、
ま
ず
児
童
相
談
所
(
ま
た

は
社
会
福
祉
事
務
所
)
に
里
親
申
込
書
を
提
出
し
ま
す
。

申
込
み
を
さ
れ
た
方
に
つ
い
て
、
児
童
福
祉
審
議
会
の

審
査
を
受
け
、
答
申
を
も
と
に
県
知
事
が
里
親
と
し
て

認
定
し
、
登
録
を
行
い
ま
す
。
こ
の
里
親
登
録
が
な
さ

れ
て
は
じ
め
て
、
里
親
と
し
て
里
子
を
預
か
る
資
格
が

与
え
ら
れ
ま
す
。

三
、
里
子
を
預
か
る
に
は

家
庭
で
の
養
育
が
困
難
に
な
っ
た
児
童
の
相
談
を
受

け
た
児
童
相
談
所
で
は
、
適
当
な
児
童
に
つ
い
て
登
録

里
親
の
方
に
養
育
を
依
頼
し
ま
す
。
(
里
親
委
託
)

こ
の
場
合
、
委
託
レ
た
里
子
の
養
育
に
か
か
る
費
用

(
委
託
費
)
が
国
と
県
か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
。

四
、
問
い
合
わ
せ

里
親
に
な
る
こ
と
を
希
望
さ
れ
る
方
や
里
親
制
度
に

つ
い
て
詳
し
く
お
知
リ
に
な
リ
た
い
方
は
、
次
の
と
こ

ろ
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

富
山
児
童
相
談
所
宮

0
7
6
4
ω
4
0
0
0

高
岡
児
童
相
談
所

8
0
7
6
6
川
2
1
2
4

m月
行
日

i
n
日

正
し
い
薬
の
快
い
方

一
説
明
書
を
よ
く
読
む

説
明
書
に
は
、
用
法
用
量
、
使
用
上
の
注
意
が
書
い

て
あ
リ
ま
す
の
で
、
よ
く
読
ん
で
か
ら
使
用
す
る
習
慣

を
身
に
つ
け
ま
し
ょ
う
。

ニ
用
法
用
量
を
守
る

薬
は
き
め
ら
れ
た
用
法
用
量
を
守
リ
ま
し
ょ
う
。
自

己
判
断
て
勝
手
に
薬
を
併
用
し
た
り
、
不
必
要
に
長
く

連
用
す
る
こ
と
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

10 

正
し
い
薬
の
保
管
方
法

一
子
供
の
手
の
と
ど
か
な
い
所
に

乳
幼
児
の
誤
飲
は
、

最
も
恐
ろ
し
い
薬
の
事
故
で
す
。

子
供
の
手
の
届
か
な
い
所
に
保
管
じ
ま
し
ょ
う
。

ニ
直
射
日
光
、
湿
気
、
高
温
を
避
け
る

薬
は
直
射
日
光
等
に
よ

っ
て
変
質
し
や
す
い
の
で
、

日
の
あ
た
ら
な
い
涼
し
い
所
に
薬
以
外
の
も
の
と
区
別

し
て
保
管
し
ま
し
ょ
う
。

三
容
器
の
入
れ
か
え
は
や
め
る

他
の
容
器
に
薬
を
入
れ
か
え
る
と
、
内
容
や
使
い
方

が
わ
か
ら
な
く
な
っ
た
リ
、
誤
用
や
事
故
の
も
と
に
な

リ
ま
す
。

J 

道路標識週間

大島 | 

大間山合新湊|

臼j幹置劃1ft'翻

今
年
も
叩
月
6
日
i
ロ
日
ま
で
全
国

一
斉
の

「道
路

標
識
週
間
」
が
始
ま
リ
ま
す
。

皆
さ
ん
が
知
ら
な
い
土
地
を
車
で
走
る
と
き
、
案
内

標
識
が
な
け
れ
ば
、
地
図
と
に
ら
め
っ
こ
し
た
り
、
道

を
尋
ね
た
り
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
道
路
の
案
内

標
識
は
、

ド
ラ
イ
バ
ー
や
歩
行
者
の
皆
さ
ん
の
た
め
に

適
切
な
道
路
案
内
の
役
目
を
し
て
い
ま
す
。

「
予
告
」

「
指
示
」
「
確
認
」
の
案
内
標
識
は
、
そ
れ
ぞ
れ
方
面
方

向
を
知
ら
せ
、
目
的
地
ま
で
の
距
離
や
、
走
っ
て
い
る

道
路
が
ま
ち
が
っ
て
い
な
い
か
な
ど
の
情
報
を
伝
え
て

く
れ
ま
す
。

富
山
県
で
は
、
道
路
標
識
、
と
り
わ
け
案
内
標
識
の

点
検
整
備
に
つ
と
め
て
い
ま
す
。
標
識
に
つ
い
て
の
ご

意
見
、
ご
要
望
が
あ
り
ま
し
た
ら
遠
慮
な
く
次
の
と
こ

ろ
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

V
問
い
合
わ
せ
先

一

富
山
県
道
路
課
及
び
最
寄
り
の
県
土
木
事
務
所



企「あやちゃん」島崎敏幸(魚津市)

6
月
1
日
の
ふ
る
さ
と
を

撮
っ
た
ノ
・
盗
っ
た
ノ
・

県
民
総
参
加
で
ふ
る
さ
と
を
撮
影
し
た
『
ズ

l
ム

ア
ッ
プ
と
や
ま
」
。
集
ま
っ
た
作
品
は
何
と
て
五
六
四

点
。
ニ
ニ
に
、
そ
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。
(
全
部
を

掲
載
で
き
ま
せ
ん
。
ご
め
ん
な
さ
い
)
で
も
、
ふ
る

さ
と
は
、
い
い
顔
、
い
い
味
し
て
ま
す
ね
。..r別れ」石橋正夫(魚津市)企rDOWNTOWN BOYSJ岡部浩行(魚津市)

企「母」中沖豊(県知事)

企「いつもの三匹」浜田清美(宇奈月町)

企「大安吉日」長崎初恵(朝日町)

..rしミこしミ」小塚雪香(朝日町)

企「お稚児さん」高瀬美喜子

(黒部市)

砂
沙+・輔、

未?
行止
入
善
町

企「生命誕生」浜田久子(魚津市)

人

企「お食初め」
山田和美(富山市)

企「今日から僕はお兄ちゃん」

丘山美津子(富山市)

.<¥U帯、'ut..
のド の

，f1~日'
・4本4ヒ本
の:の

ス?の学
11'ヲ文

也りき
?fT~ 

品且---，畦:
企「私の入賞作品」
堂口信隆(富山市)

町尾八子みす井谷川
U
h
V

「
熱
戦
を
見
る
」

遊
笹
山
浄
演
(
小
杉
町
)

お
「
1企

Arヨイヤサツ」沼田馨(小矢部市)

h
p
「
麦
秋
」
杉
森
芳
昭

(
福
岡
町
)

企「夏一番」
山下智美(氷見市)

g 

必「一寸あつい」水上弘(魚津市)

企「おもいで」
森口秀芳(山田村)

企「夕日」
細川三郎(滑川市)..r町民入浴の日」

金井史郎(庄川町)

企rCATCHTHE SUMMERJ 
牧野智美

(富山市)
企「負けないから.'J 前田魔(井口村)

企「すいれん」水上ょう子
(魚津市)

企「剣の傘雲」今泉降雄(大山町)

企「つり仲間」米国珠枝(魚津市)..r義経まつり」六回強(高岡市)

企「ボート」木下裕功(大沢野町)

企r6年目の結婚記;ま日」
吉野克昭(大島町)

す辛AF1レ婚
制
結
湊
ぐ
新
す
刊
ぅ
葉

j

日

ι
中
企
田

企「着陸体勢oK.' J 柴田芳雄(井波町)

企「青少年旅行村 ・合掌の里」
真田治悦(上平村)

..r名物サパずし漬け込み」
近川良男(城端町)

企「人形山山聞き」城道徹司(平村)

企「善男善女」
山崎彰(福光町)



進
捗
率
は
、

刀・

7
%

昭
和
五
十
八

1
六
十
年
度
の
事
業
実
績
を
ふ

リ
返
っ
て
み
ま
す
と
、
多
数
の
県
民
の
皆
さ
ん

の
参
加
と
協
力
に
よ
リ
、
計
画
に
盛
リ
込
ま
れ

た
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
、
事
業
は
順
調
に
進
展
し

て
い
ま
す
。

五
十
八
年
度
か
ら
六
十

一
年
度
ま
で
の
事
業

計
画
期
間
の
計
画
事
業
費
六
千
七
百
六
十
四
億

円
に
対
し
、
五
十
八

i
六
十
年
度
の
実
績
事
業

費
は
四
千
九
百
十
四
億
円
で
七
二

・
七
パ
ー
セ

ン
ト
の
進
捗
率
と
な
っ
て
い
ま
す
。

国
の
公
共
事
業
の
抑
制
傾
向
な
ど
、
昨
今
の

厳
し
い
財
政
環
境
の
な
か
で
、
で
き
る
限
リ
計

画
に
沿
っ
た
予
算
措
置
を
行
い
、
実
施
に
全
力

を
あ
げ
て
き
ま
し
た
。

印
年
度
事
業
の
主
な
動
き

二
十

一
世
紀
を
目
指
す
県
づ
く
リ
の
基
礎
と

な
る
諸
事
業
や
。フ
ラ
ン
づ
く
リ
が
積
極
的
に
推

進
さ
れ
、
数
多
く
の
事
業
が
計
画
に
そ
っ
て
順

調
に
進
捗
し
て
い
ま
す
。• 

①
二
千
年
国
体
(
富
山
県
開
催
)
を
視
野
に
入

①
総
合
体
育
セ
ン
タ
ー
の
温
水
ブ
ー
ル
棟
の
開

館
、
渡
リ
鳥
の
観
測
施
設
を
有
レ
た
県
民
公
園

野
鳥
の
園
の
開
園
、
生
産
性
の
高
い
農
業
の
形

成
を
目
指
し
た
農
業
技
術
セ
ン
タ
ー
果
樹
試
験

場
の
竣
工
、
テ
ク
ノ
ポ
リ
ス
事
業
の
運
営
拠
点

と
な
る
富
山
技
術
交
流
セ
ン
タ
ー
の
竣
工
な
ど
、

多
く
の
事
業
が
次
々
に
完
成
し
ま
し
た
。

①
技
術
立
県
の
た
め
の
工
業
技
術
セ
ン
タ
ー
共

用
開
放
試
験
棟
や
花
き
総
合
指
導
セ
ン
タ
ー
の

着
工
な
ど
新
し
い
事
業
に
も
と
リ
か
か

っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
六
十
二
年
四
月
の
情
報
公
開
制

度
の
実
施
を
目
指
し
て
、
県
庁
東
別
館
に
情
報

公
開
担
当
窓
口
の
整
備
や
行
政
資
料
の
収
集

・

閲
覧
の
た
め
の
公
文
書
セ
ン
タ
ー
の
建
設
が
進

ん
で
い
ま
す
。

「

3
つ
の
日
本

」
目
標
実
現
に
向
け
て

県
が
事
業
の
実
施
に
深
く
関
与
し
て
い
る
も

の
を
中
心
に
、
そ
の
概
要
を
紹
介
し
ま
し
た
が
、

こ
の
他
に
も
数
多
く
の
事
業
が
展
開
さ
れ
て
い

ま
す
。

県
民
の
皆
さ
ん
が
独
自
の
力
で
や
っ
て
お
ら

れ
る
も
の
、
あ
る
い
は
行
政
と
の
積
極
的
な
協

力
の
も
と
に
推
進
さ
れ
た
も
の
、
国
や
市
町
村

に
よ

っ
て
推
進
さ
れ
た
も
の
な
ど
多
数
あ
リ
ま

す
。こ

れ
か
ら
も
県
民
の
皆
さ
ん
と
共
に
、

二
十

一
世
紀
を
め
ざ
し
た
ロ
マ
ン
と
も
い
う
べ
き
日

本

一
の
「
健
康
・
ス
ポ
ー
ツ
県
」
、
「
花
と
緑
の
県
」
、

「科
学
・
文
化
県
」
に
挑
戦
レ
、
全
国
に
誇
リ
う
る

素
晴
ら
し
い
県
づ
く
リ
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

県
の
三
大
政
策
別
に
み
る
と
、
「
明
日
を
拓
く

人
づ
く
リ
」
七
六

・
O
パ
ー
セ
ン
ト
、
「
魅
力
あ

る
郷
土
づ
く
リ
」
七

0
・
八
パ
ー
セ
ン
ト
、
「
活

力
あ
る
産
業
づ
く
り
」
七
四

・
五
パ
ー
セ
ン
ト

と
な
っ
て
い
ま
す
。

特
に
「
人
づ
く
リ
」
と
「
産
業
づ
く
リ
」
に

つ
い
て
は
、
想
定
進
捗
率
七
四

・
一
パ
ー
セ
ン

ト
を
上
回

っ
て

い
ま
す
。
「
郷
土
づ
く
り
」
に
つ

い
て
は
、
国
の
公
共
事
業
抑
制
に
関
連
す
る
も

の
が
こ
の
部
門
で
約
八
割
も
占
め
て
お
リ
、
想

定
進
捗
率
を
や
や
下
回
っ
て
い
ま
す
が
、
堅
調

な
実
績
で
あ
っ

た
と
い
え
ま
す
。

れ
た
総
合
的
な
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
。フ
ラ
ン
の
策
定
、

今
後
の
県
民
生
活

・
産
業
活
動
に
欠
か
せ
な
い

基
盤
の
整
備
を
目
指
し
た
高
度
情
報
シ
ス
テ
ム

研
究
会
最
終
報
告
書
の
提
出
な
ど
、

重
要
な
施

策
や
事
業
に
関
す
る
調
査
、
研
究
、
計
画
づ
く

リ
が
積
極
的
に
進
め
ら
れ
、
今
後
も
数
多
く
の

事
業
が
展
開
さ
れ
ま
す
。

①
国
の
公
共
事
業
抑
制
の
厳
し
い
状
況
の
な
か

で
、
道
路
網
の
整
備
や
河
川
改
修
な
ど
県
土
の

保
全
を
図
る
事
業
は
、
し

っ
か
リ
と
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
総
合
雪
対
策
条
例
の
施
行

に
伴
い
、
流
雪
溝

・
除
雪
機
械
等
の
整
備
、
無

雪
害
街
づ
く
リ
の
拡
充
な
ど
、

雪
に
強
い
県
づ

く
リ
が
着
実
に
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

※想定進捗率

計画事業費は4年間の合計額で示

されているので、各年度の進捗率

を次のように想定し、一応の目安

にしています。
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48.8% 

74.1% 
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第

第

第

一

第

政策の柱別の計画と実績(事業費)

計画事業費 実績事業費 進 捗 率
計画区分 A B 

(58-61年度) (58-60年度) B / A X 100 

明日を拓く人づ くり 9601意円 7301意円 76.0% 

魅力ある郷土づくり 3，657 2，588 70.8 

活力ある産業づくり 2，127 1，585 74.5 

ニt σ〉 他 20 11 56.3 

計 6，764 4，914 72.7 

二J



のもしたエ着完成又は開館等したもの調査・検討の結果、報告・提言等のあったもの検討のために新たに組織が設けられたもの区分

など

0生涯スポーツプランの策定 (60.8)

0総合体育センター温水フール棟の開館 (60.6)

0クレー射撃場の竣工 (60.8)

0第6回北信越国民体育大会の開催 (60.8-9) 

o県民会館の改装開館 (60.6)

0総合運動公園(仮称)基本計画策定調査報告

。新大学設立に関する調査報告

など

0スポーツ奨励制度の設定

「地域スポ|ツの日」、「スポーツ奨励賞」、

「生涯スポーツ活動フ口グラム」検討委員会

60.10 

0地域総合福祉の確立

(県社会福祉審議会地域総合福祉専門分科会)

60.11 J 

0県民総合博物館建設構想の策定

(県民総合博物館基本構想策定委員会 ) 

60.10J 

など

明
日
を
拓
く
人
づ
く
り

o第1回富山県育樹祭 (60.10)

0県総合雪対策条例の施行 (60.9)

o県総合雪対策基本計画の策定 (60.11)

o県民公園野鳥の圏の開園 (60.10)

0上市川第2ダムの竣工 (61.3

o上市川第2発電所全部運転開始 (60.5)

0雪に強い住宅モデルフラン集の作成 (61.1 ) 

o ブラジル・サンパウ口 ~IIII との友好提携協定の締結

(60. 7) 

o海域総合利用技術開発モデル調査(アクアマ

リン)中間報告

0海域総合利用技術課題に関する最終報告

o県工業用水道事業検討委員会報告

など

0防災行政無線システム再整備の調査

(県防間無線再整備検討委員会の設置 )

60.7 J 

o海洋利用の研究

(県海域総合利用技術腕モ河査委門

60.8 J 

0うるおいとゆとりの環境整備

(県うるおいのある環境づくり委員会 61.1) 

など

魅
力
あ
る
郷
土
づ
く
り

0工業技術センターの共用開放試験棟の着工 (60.4)

o花き総合指導センター(仮称)の着工 (61.3)
畠官官組曲也 ご『・・E ・E ・- など

0農業技術センター果樹試験場の竣工 (60.10)

0薬事研究所の移転開所 (60.10)

0工業技術センターの建設

実験棟 (60.7)、管理・エネルギー棟 (60.11)の

竣工

0テクノマー卜富山支部の開設 (60.10)

0富山技術交流センターの竣工 (60.5)

など

など

0県高度情報システム研究会最終報告

0農業教育問題研究会報告

0花き卸売市場設置に関する意見

0富山新港土地利用計画策定委員会報告

o県生涯職業訓練研究会提言

60.10) 

など

o林業試験場の整備

(時試験場整備基本構想検討委員会 ) 

60.6 J 

60.4) 

60.10) 

0花き卸売市場の建設

(花き卸売市場設置懇談会

0地域農業の活性化

(県地域農業活性化研究懇談会

0農業総合教育研究所の建設

(県農業教育問題研究会 60.6) 

o冬の観光振興

(冬のいきいき富山企画委員会

活
力
あ
る
産
業
づ
く
り

0県公文書センターの着工 (60.10)

o情報公開担当窓口(県庁東別館)の着工 (60.7) 

o県情報公開懇話会報告0情報公開

(県情報公開懇話会の設置そ
の
他

など

16 

などなど
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大
自
然
'
い
向
わ
り

県
内
初
の
工
法

τ、

司.

ーーTRIP、県政グ

。
朝
日
小
川
ダ
ム
。

県
東
部
、
朝
日
町
の
小
川
水
系
小
川
に
か
朝
日
小
川

ダ
ム
々
が
作
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
ダ
ム
は
、
朝
日
小

川
総
合
開
発
事
業
の
基
幹
施
設
と
し
て
、
発
電
、
洪
水

調
節
、
各
種
用
水
の
確
保
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
昭

和
五
十
九
年
に
着
手
し
、
先
月
十
三
日
に
定
礎
式
を
終

え
、
着
々
と
工
事
が
進
ん
で
い
ま
す
。
今
回
レ
ポ
ー
タ

ー
を
務
め
て
く
だ
さ
っ
た
の
は
、
吉
村
右
子
さ
ん
で
す
。

現
場
に
近
づ
く
と
、
ま
ず
、
目
に
入
る
の
が
山
を
削

り
取
っ
た
荒
々
し
い
斜
面
や
緑
化
さ
れ
た
山
肌
な
ど
。

現
場
は
も
の
も
の
し
い
感
じ
て
、
た
く
さ
ん
の
人
達
が

忙
し
く
働
い
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
コ
ン
ク
リ
ー

ト
を
打
つ
人
、
水
を
ま
く
人
な
ど
色
々
で
、
大
型
機
械

が
何
台
も
目
に
つ
き
ま
し
た
。

背
後
の
高
い
壁
は
何
だ
ろ
う
?
と
思
っ
て
お
聞
き
す

る
と
、
あ
れ
は
河
床
だ
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
河
床
か

ら
三
十
日
も
掘
っ
た
地
点
か
ら
コ
ン
ク
リ
ー
ト
打
ち
が

始
ま
っ
て
い
た
の
で
す
。
聞
け
ば
、
ダ
ム
本
体
着
手
前

の
工
事
も
大
変
で
、
水
路
バ
イ
パ
ス
ト
ン
ネ
ル
、
付
替

道
路
、
骨
材
プ
ラ
ン
ト
の
仮
設
等
が
あ
リ
、
さ
ら
に
そ

の
前
に
は
、
長
い
調
査
期
間
も
あ

っ
た
と

い
う
:
:
:
。

こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
ダ
ム
本
体
の
施
工
法
で

す
。
省
力
化
、
合
理
化
を
目
的
に
開
発
さ
れ
た
R
C
D

工
法
(
問
。
=
2
の
0
5
E
2
2
ロ
9
5・2
3
0円
2
0
)
を
全
国

で
八
番
目
、
県
内
て
は
初
め
て
採
用
し
た
こ
と
。
ダ
ン

プ
が
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
直
接
現
場
ま
で
運
び
込
み
、

18 

ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
が
敷
き
な
ら
し
、
振
動
ロ
ー
ラ
ー
で
締

め
固
め
る
の
だ
そ
う
で
す
。
こ
の
工
法
は
、
経
済
性
も

高
く
、
関
係
方
面
の
大
き
な
関
心
を
呼
ん
で
い
る
と
説

明
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
強
度
確

保
の
た
め
、

一
時
間
に
二ミ
リ
の
降
雨
て
も
工
事
は
中
止

と
な

っ
た
リ
、
気
温
が
上
昇
す
る
夏
は
夜
間
作
業
に
切

リ
替
え
ら
れ
た
リ
と
、
全
て
作
業
は
自
然
と
向
き
合
っ

て
行
わ
れ
て
い
る
大
変
な
こ
と
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

ダ
ム
の
そ
ば
に
な
ぜ
か
、
鯉
や
ト
マ
ト
が

工
事
て
出
た
汚
水
は
、
濁
水
処
理
設
備
を
通
し
て
浄

化
さ
れ
ま
す
が
、
そ
の
水
て
鯉
が
飼
わ
れ
、
ま
た
、
そ
の

過
程
で
発
生
す
る
泥
て
ト
マ
ト
が
栽
培
さ
れ
、
環
境
を

汚
し
て
い
な
い
こ
と
の
証
し
と
な

づ
て

い
る
そ
う
で
す
。

こ
の
意
外
な
演
出
に
は

ア
然
と
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

ダ
ム
建
設
の
現
場
は
、
初
め
て
聞
き
見
る
も
の
ば
か

リ
で
し
た
が
、
そ
の
施
工
に
は
深
い
配
慮
が
な
さ
れ
、

ム
ダ
な
く
、
整
然
と
行
わ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
し
た
。

高
さ
八
十
四
灯
、
長
さ
二
百
六
十
灯
、
総
貯
水
量
五

百
二
十
八
万
立
方
灯
の
重
力
式
コ
ン
ク
リ
ー
ト
グ
ム
。
朝

日
小
川
グ
ム
ヘ

完
成
す
る
の
は
、
昭
和
六
十
五
年
、
そ

の
日
が
今
か
ら
待
た
れ
ま
す
。

県
内
各
所
に
あ
る
県
営
ダ
ム
は
、
水
資
源
の
有
効
利

用
の
た
め
に
作
ら
れ
た
も
の
で
、
生
活
用
水
、
農
業
用

水
、
工
業
用
水
、
発
電
、
洪
水

・
流
水
調
節
等
々
、
今

後
も
水
の
用
途
は
増
え
る
こ
と
は
確
か
で
、
私
達
も
水

が
大
事
な
資
源
の

一
つ
で
あ
る
こ
と
を
認
識
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
し
た
。
私
達
の
生
活
を
維
持
す

る
た
め
に
張
リ
巡
ら
さ
れ
て
い
る
、
普
段
目
に
し
な
い

多
く
の
も
の
が
あ
る
こ
と
を
と
て
も
教
え
ら
れ
ま
し
た
。

レ
ポ
ー
タ
ー

吉
村
右
子
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八

尾

聞j

ふるさと
みてある記

春

は

曳

山

秋

は

お

わ

ら

冬

は

雪

流

し

ふ

る

さ

と

の

風

慣

を

，Q

ゆ

た

か

に

伝

え

残

す

坂

の

町

八

尾

諏
訪
町
本
通
り

八尾町の概況

人口 22，825人

(昭和60年国勢調査)

面積 23，542平方キロメートル

天文20年(1551)、飛騨の聞名寺

が八尾に寺基を定めてからその門

前町として開けた。

毎年9月1日から 3日間は「お

わら風の盆」、越中おわら節の哀調

おびた調べが町を包む。

町の南端の白木峰や金剛堂山・

21世紀の森周辺は、白木水無県立

自然公園に指定されている。
ーし

私
達
取
材
班
が
諏
訪
町
を
訪
れ
た
九
月
二
日
、
「
お
わ

ら
風
の
盆
」
も
最
高
潮
、
各
町
内
の
お
わ
ら
街
流
じ
が

次
か
ら
次
と
通
リ
を
過
ぎ
て
い

っ
た
。

臼
が
火
鉢
に
生
ま
れ
か
わ
る

象
最
火
鉢

入
居
の
町
な
か
を
流
れ
る
井
田
川
、
川
沿
い
の
通
リ

を
歩
い
て
行
く
と
、
軒
先
に
使
い
古
さ
れ
た
木
の
臼
が

こ
ろ
が
し
で
あ
る
家
が
あ
る
。
中
の
様
子
を
う
か
が
う

と
、
何
や
ら
他
に
も
た
く
さ
ん
あ
る
。
ド
ー
ナ
ツ
状
に

く
リ
ぬ
か
れ
た
大
き
な
木
の
そ
ば
に
、
ノ
コ
ギ
リ
、
ノ

ミ
、
力
ン
ナ
が
並
べ
て
あ
る
。

こ
こ
八
尾
町
下
新
町
の
光
柳
さ
ん
こ
と
、
間
瀬
光
男

さ
ん
は
県
内
唯

一
人
の
象
最
火
鉢
の
作
家
。
古
く
な
っ

た
俸
の
臼
や
、
自
分
の
足
て
山
を
歩
い
て
捜
し
て
き
た

栃
の
大
株
を
使
っ
て
火
鉢
を
作
っ
て
い
る
。
素
材
の
真

中
を
特
注
の
ノ
コ
ギ
リ
て
抜
き
、
カ
ン
ナ
で
削
リ
、
デ

ザ
イ
ン
を
考
え
な
が
ら
他
の
木
を
割
れ
止
め
が
わ
リ
に

「
日
本
の
道
一

O
O選
」
に

選
ば
れ
だ

諏
訪
町
本
通
り

長
さ
四
七
七
メ
ー
ト
ル
、
幅
員
五
メ
ー
ト
ル
、
両
脇

の
「
工
ン
ナ
力
」
と
呼
ば
れ
る
小
さ
な
側
溝
に
は
年
中
、

清
測
な
水
が
流
れ
て
い
る
。
車
て
通
る
に
は
ち
ょ
っ
と

狭
い
感
じ
の
こ
の
八
尾
町
諏
訪
町
本
通
リ
線
が
、
こ
の

た
び
建
設
省
の
「
日
本
の
道
一
O
O
選
」
の
う
ち
の

一
つ

に
選
定
さ
れ
た
。
こ
の
道
は
、
八
尾
町
の
旧
町
部
の

一

角
を
南
北
に
走
る
道
路
で
、
江
戸
時
代
延
亨
年
間
に
つ

く
ら
れ
た
当
時
そ
の
ま
ま
の
道
路
形
態
を
呈
し
て
い
る
。

か
つ
て
養
蚕
が
栄
え
た
頃
は
、
蚕
宮
と
称
さ
れ
る
近
く

の
神
社
ヘ
祈
願
す
る
多
く
の
農
民
が
往
き
交
う
道
路
と

し
て
親
し
ま
れ
、
今
も
な
お
町
の
人
々
が
「
お
わ
ら
節
」

を
口
ず
さ
み
な
が
ら
歩
く
、
そ
ん
な
風
情
の
感
じ
ら
れ

る
「
坂
の
町
八
尾
」
を
象
徴
す
る
道
路
だ
。

こ
の
諏
訪
町
本
通
リ
、
五
月
五
日
の
春
の
祭
礼
に
は
、

「
曳
山
車
」
が
練
リ
廻
さ
れ
る
。
そ
レ
て
言
う
ま
で
も

な
く
、
九
月
の
「
お
わ
ら
風
の
盆
」
の
時
期
に
は
、
哀

調
帯
び
た
胡
弓
、

三
昧
線
の
音
が
響
き
、
路
上
に
は
踊

リ
の
輪
、
列
が
で
き
、
訪
れ
る
人
を
魅
了
し
て
し
ま
う
。

そ
し
て
も
う
一
つ
、
こ
の
通
リ
の
大
き
な
特
徴
は
「
雪

流
し
」
。特
別
豪
雪
地
帯
に
指
定
さ
れ
て
い
る
こ
こ
八
尾

町
に
あ

っ
て
、

冬
季
の
交
通
確
保
は
住
民
生
活
の
至
上

命
題
。
諏
訪
町
て
は
明
治
以
降
八

O
年
の
歴
史
を
有
す

る
住
民
自
ら
の
子
に
よ
る
伝
統
的
「
雪
流
し
」
が
こ
れ

を
解
決
、
工
ン
ナ
力
を
流
雪
溝
と
し
て
利
用
し
、
こ
の

「雪
流
し
」
の
機
会
は
冬
期
の
地
域
住
民
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
最
大
の
場
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
が
町

並
み
保
存
と
道
路
愛
護
に
も
通

HU
る
と
か
で
評
価
が
高

20 

組
み
入
れ
て
い
く
。
傷
の
ひ
ど
い
所
は
ニ
力
っ
て
補
強

す
る
。
形
が
整
っ
た
ら
卜
|
チ
ラ
ン
プ
て
焼
き
、
研
い

て
最
後
は
漆
て
仕
上
げ
る
。
一

個
仕
上
げ
る
の
に

二
O

日
か
ら

一
力
月
以
上
か
か
る
。

こ
れ
を
買
っ
て
い
く
の
は
大
半
が
ク
チ
コ
ミ
て
伝
え

聞
い
た
個
人
、
自
分
て
臼
を
持
っ
て
米
て

「
こ
れ
で
作

っ
て
く
れ
」
と
オ
ー
ダ
ー
。
注
文
は
簡
単
、
後
は
仕
上

リ
を
待
つ
だ
け
。
お
茶
好
き
、
骨
董
品
好
き
の
人
が
買

っ
て
行
く
。
お
わ
ら
祭
リ
で
八
尾
に
来
た
山
梨
県
の
人

が
偶
然
見
か
け
て
、
「
ぜ
ひ

一
つ
取
っ
て
お
い
て
く
れ
、

友
人
を
連
れ
て
買
い
に
来
る
か
ら
」
。ち
な
み
に
、
お
値

段
の
方
は
二
O
万
円
位
か
ら
と
か
。
高
い
よ
う
に
も
思

え
る
け
れ
ど
、
実
物
を
見
て
話
を
聞
い
て
る
と
、
逆
に
、

そ
ん
な
に
安
く
て
い
い
の
か
な
ァ
て
気
分
に
な
っ
て
く
る
。

も

み

す

か
つ
て
は
、
米
や
麦
の
籾
摺
リ
に
使
わ
れ
て
い
た
臼

が
火
鉢
に
生
ま
れ
か
わ
る
。
人
の
温
も
リ
や
、
生
活
そ

の
も
の
を
感
じ
さ
せ
る
象
最
火
鉢
、
冬
の
暖
か
さ
も
ひ

と
し
お
だ
ろ
う
。

21 
みがきあげた火鉢を手にする間瀬さん



8
月
間
日
j
9
丹
市
日

-
8月
口
日

県
民
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
合
同
演
奏
会

・8月問
日

第

6
回
富
山
県
科
学
技
術
会
議

・8月間
日

富
山
県
友
好
代
表
団
派
遣

(中
国
遼
寧

省
)-8月お
日

融
雪
住
宅
研
究

開
発
委
員
会

-8月幻
日

滑
川
市
で
知
事

の
ま
ち
ま
わ
り

語
る
つ
ど
い

• • 富 8 工富 8
山月式山月
県 29 県 28
基視
幹目 覚日
交障
通害
体者
系福
調 ネ止
査セ
委ン
員タ
会|
率直 走己

告
書
提
出・
8
月
初
日

第

5
回
北
方
領

土
返
還
要
求
富

山
県
大
会

-9月
1
日

公
募
・
日
本
海
美
術
展
開
会

・9月3
日

富
山
県
総
合
防
災
訓
練
(
砺
波
市
)

第
引
回
国
体
夏
季
大
会
富
山
県
選
手
団

結
団
壮
行
式

-
9月
6
日

障
害
者
雇
用
促

進
街
頭
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン

-
9
月

9
日

老
人
若
返
り
祭
り

・9月間
日

中

国

残

留

孤

児

楊

総
合
開
発
審
議
会
計
画
推
進
部
会

順
華
(
北
山
勝
美
)

さ
ん
帰
県

-
9月
ロ
日

引
世
紀
中
部
圏
フ
ォ
ー
ラ
ム

-
9月
日
日

朝
日
小
川
ダ
ム
定
礎
式

・9月日
日

さ
ん
帰
県

中
国
残
留
孤
児
張
喜
貴
(
飛
世
克
美
)

てi
pフ.
ザ

グ
)
¥
J

み

r制/
ぷ
)
ふ
)

住
宅
情
報

【
優
良
物
件
案
内
】

.
県
営
住
宅
入
居
者
募
集

今
年
富
山
市
内
で
新
築
し
た
下
冨
居
団
地
と
富
山、

新
湊
、
太
閤
山
地
区
の
既
存
の
団
地
の
入
居
者
を
募

集
し
ま
す
。

-
問
い
合
わ
せ
先

富
山
県
住
宅
供
給
公
社

(宮
0
7
6
4
・
3
2
・
5

1
3
1
)
 

-
太
閤
山
住
宅
団
地
の
宅
地
分
譲

ゆ
と
り
あ
る
マ
イ
ホ
ー
ム
づ
く
り
を
お
求
め
の
方

に
は
最
適
で
す
。

av
一
区
画
平
均
面
積
/

三
百
三
十
平
方
メ
ー
ト
ル

av
分
譲
価
格
/
四
万
四
千
五
百
円
/
平
方
メ
ー
ト
ル

.
問
い
合
わ
せ
先

太
閤
山
住
宅
団
地
建
設
事
務
所

(宮

0
7
6
6
・
5

6
・
0
2
2
1
)

【
資
金
融
資
案
内
】

・
富
山
県
特
別
住
宅
分
譲
制
度

富
山
県
住
宅
供
給
公
社
の
分
譲
住
宅
で
、

雪
に
強

い
住
宅
仕
様
の
も
の
を
購
入
す
る
場
合
な
ど
に
適
用

さ
れ
る
制
度
で
、
住
宅
金
融
公
庫
の
融
資
額
が
割
増

さ
れ
る
な
ど
の
特
典
が
あ
り
ま
す
。

-
恐
怖
の
白
い
粉

覚
せ
い
剤
禍
を
追
放
し
よ
う

覚
せ
い
剤
の
乱
用
は
、

全
国
的
に
少
年
や
主
婦
な

ど

一
般
市
民
の
中
に
ま
で
深
く
浸
透
し
、

そ
の
結
果

生
活
の
破
綻
や
家
庭
崩
壊
な
ど
数
多
く
の
悲
劇
が
生

ま
れ

て
い
ま
す
。

覚
せ

い
剤
の
恐
ろ
し
き
を
十
分
認
識
し
党
せ
い
剤

禍
を
追
放
し
ま
し
ょ
う
。

覚
せ
い
剤
相
談
専
用
電
話

ヨ

イ

ヤ

フ
ゼ
ロ
の
世

(
宮

0
7
6
4
・
4
1
・
8
9
0
4
)

-
ウ
ッ
ド
リ
ー
ム
富
山
行
事
案
内

【
日
曜
大
工
教
室
】

av開
催
日
時

十
月
十
二
日
(日
)
九
時

.
制
作
物

ク
ツ
掛
け

.
費
用

-
優
良
宅
地
取
得
資
金

県
、
ま
た
は
住
宅
供
給
公
社
が
造
成
し
た
住
宅
団

地
の
宅
地
を
購
入
さ
れ
る
方
へ
の
資
金
融
資
で
す
0

.
融
資
限
度
額

二
百
五
十
万
円

.
償
還
期
間

二
十
年
以
内

・
融
資
利
率

五
・
七
五
パ
ー
セ

ン
ト

-
住
み
よ
い
家
，
つ
く
り
資
金

雪
に
強

い
家
づ
く
り
、
住
み
よ

い
家
づ
く
り
の
お

手
伝

い
を
す
る
富
山
県
住
み
よ

い
家
づ
く
り
資
金
の

融
資
条
件
が
大
幅
に
改
善
さ
れ
有
利
に
な
り
ま
し
た
0

.
融
資
限
度
額

新
築
三
百
二
十
万
円

改
良

二
百
万
円

av償
還
期
間

新
築

二
十
年
以
内

改

良

十

年

以

内

av融
資
利
率

年
五
・
七
五
パ
ー
セ
ン
ト

募
集
し
ま
す

-
立
山
山
麓
写
生
コ
ン
ク
ー
ル

・
応
募
資
格

小
学
生
以
下

A
V
申
込
締
切

十
月
二
十
日

av規
格

五
百
円

【
生
き
が
い
木
工
教
室
}

av開
催
日
時

十
月
二
十
五
日
(土
)
十
三
時
三
十
介

.
製
作
物

ス
リ
ッ
パ
立
て

.
費
用

五
百
円

ロH
司
4
J
W

ロH

【
親
と
子
の
ふ
れ
あ
い
木
工
教
室
】
間

企
V

開

催

日

時

け

十
月
二
十
六
日
(土
)
九

時

間

.

製

作

物

河

ネ
ク
タ
イ
掛
け

vm

A
V
費

用

植

五

百

円

移

腎

四
ツ
切
画
用
紙
を
使
用
し
た
水
彩
画
、
ク
レ
ヨ
ン
ク

レ
パ
ス
画

(六
十
一
年
八
月
以
降
に
制
作
し
た
も
の
)

.
受
付
場
所

大
山
町
本
営
字
花
切

立
山
山
麓
家
族
旅
行
村
管
理
事
務
所

(
宮

0
7
6
4
・
8
1
・
1
7
4
8
)

※
家
族
旅
行
村
管
理
事
務
所
窓
口
で
画
用
紙
を
無
料

配
付
し
ま
す
。

ご
案
内

-
地
域
文
化
の
拠
点

富
山
県
高
岡
文
化
ホ

l
ル
オ
ー
プ
ン

高
岡
市
中
川
園
町

(旧
富
山
大
学
工
学
部
跡
地
)

に
建
設
を
進
め
て
い
た
富
山
県
高
岡
文
化
ホ

l
ル
が

十
月

一
日
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

こ
の
ホ
l
ル
は
、
大

・
小
2
つ
の
ホ
l
ル
の
ほ
か

室
な
ど
を
備
え
、
皆
さ
ん
の
多
様
な

ニ
l
ズ
に
対
応

で
き
る
施
設
と
な

っ
て
い
ま
す
。
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-
文
化
ホ

l
ル
開
館
記
念
イ
ベ
ン
ト

av十
月
十
日

文
芸
座
講
演

「
イ
ワ

ン
の
馬
鹿
」

・
+
月
二
十
六
日

ス
メ
タ
ナ
弦
楽
四
重
奏
団
演
奏
会

※
そ

の
他
各
種
の
記
念
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
て
い
ま

す
。
詳
し
く
は
、
高
岡
市
中
川
園
町
十
三

l
一

高
岡
文
化
ホ
ー
ル

(宮

0
7
6
6
・
2
5
・
4
1
4
1
)

へ
お
問
い

合
わ
せ
下
さ

い
。

-
あ
な
た
の
胃
は
安
心
で
き
ま
す
か
?

黒
部
保
健
所
で
胃
検
診
ス
タ
ー
ト

毎
週
水
曜
日
、
ど
な
た
で
も
受
診
で
き
ま
す
。

あ
ら
か
じ
め
最
寄
り
の
市
町
村
ま
た
は
、
黒
部
保

健
所

(2
0
7
6
5
・
5
2
・
1
2
2
4
)
に
申
し

込
ん
で
下
さ
い
。

腎臓移植は、医学的にも十分確立された治療法です。欧米では死後に

おける善意の腎提供による腎移植が広〈実施されています。

腎不全の根治療法である腎移植、そのための腎パンクへの提供登録に

温かいご理解とご協力をお願いします。

.問い合わせ先 ・県内保健所・富山県腎友会事務所 0764(23)7759

健やかな老後を実現するためには、壮年期からの積極的な健康管理が

重要です。栄養、適度な運動、休養等日常の生活管理のほか定期的な健

康診査の受診につとめましょう。

40歳からの健康週間 (10月10日"""16日)

日 曜 場 所 時 問

5 日 高岡市伏木支所前 10 : 00 -15 : 30 

9 木 城端町役場前 1 0 : 00 -1 5 : 30 

10 金 氷見市ハッピータウン前 1 0 : 00 -15 : 30 

高岡駅前 1 0 : 00 -15 : 30 
11 土

砺波市ジャスコ前 1 0 : 00 -15 : 30 

12 日 富山西武前 10:00-16:00 

13 月 新湊市役所前 10 : 00 -1 5 : 30 

15 水 富山駅前 1 0 : 00 -1 6 : 00 

16 木 小矢部市役所前 1 0 : 00 -15 : 30 

17 金 宇奈月町商工会館前 1 0 : 00 -15 : 30 

魚津市サンプラザ前 10 : 00 -15 : 30 
18 土

富山駅前 1 0 : 00 -16 : 00 

富山市中央通り前 10:00-16:00 

19 日 富山市アピア前 10 : 00 -16 : 00 

富山市蜂川公民館前 1 0 : 00 -15 : 30 

21 火 朝日町職工会館前 10 : 00 -15 : 30 

大沢野町役場前 1 0 : 00 -12 : 00 
22 水

大沢野町図書館前 13 : 00 -15 : 30 

富山駅前 10:00-16:00 
25 土

高岡駅前 10:00-15:30 

福光町河川公園前 1 0 : 00 -1 5 : 30 
26 日

高岡駅前 10: 00-15: 30 

28 火 小杉町役場前 1 0 : 00 -15 : 30 

30 木 小矢部市津沢公民館前 1 0 : 00 -15 : 30 

10月街頭献血日程

行政相談週間(10月12日"""18日)

期間中は県内各地で行政相談所が開設されます。また、富山行政監察事務所では合同行政相談所を10月14日に富山大和テ。パートで、 11月

11日に高岡大和デパートで開設します。お気軽にご利用ください0+富山行政監察事務所 ft0764(32)6337苦情110番 ft0764(31)1100 
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お
だ
よ
り

八
月
も
下
旬
を
過
ぎ
、
九
月
に
入
れ
ば
県
下

各
地
で
稲
刈
リ
が
始
ま
リ
、

テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ

が
、
そ
の
事
や
今
年
の
作
柄
の
予
想
等
を
報
じ

て
き
ま
す
。
そ
し
て
そ
れ
が
お
ち
つ
く
頃
、
県

内
は
本
格
的
な
稲
刈
リ
シ
ー
ズ
ン
と
な
り
ま
す
。

稲
刈
リ
が
始
ま
る
と
、
私
に
は
例
年
感
じ
る

事
が
あ
リ
ま
す
。
そ
し
て
そ
の
想
い
は
、
年
毎

に
強
く
な
っ
て
い
き
ま
す
。
そ
れ
は
、
田
ん
ぼ

の
中
に
捨
て
ら
れ
た
ア
キ
缶
で
す
。
幹
線
道
路

脇
の
田
ん
ぼ
の
中
に
ア
キ
缶
が
灰
白
色
の
光
を

放
っ
て
い
ま
す
。
稲
を
刈
っ
て
は
じ
め
て
田
ん

ぼ
の
中
に
ア
キ
缶
が
捨
て
ら
れ
て
い
た
事
を
知

る
わ
け
で
す
。
ド
ラ
イ
バ
ー
が
車
の
窓
か
ら
捨

て
て
い

っ
た
も
の
で
し
ょ
う
。
見
る
た
び
に
腹

が
立
ち
ま
す
。
い
え
、
腹
が
立
っ
と
言
う
よ
リ

も
、
逆
に
、
ア
キ
缶
が
捨
て
ら
れ
た
田
ん
ぼ
で

米
を
作
っ
て
い
た
自
分
が
み
じ
め
で
す
。

中
に
ジ

ュ
ー
ス
や
清
涼
飲
料
の
入

っ
た
缶
は

大
切
に
さ
れ
ま
す
。
口
が
開
け
ら
れ
中
身
が
飲

み
ほ
さ
れ
て
し
ま
う
と
そ
れ
は
単
な
る
ア
キ
缶

で
す
。
そ
し
て
そ
れ
が
窓
か
ら
捨
て
ら
れ
る
と

完
全
な
ゴ
ミ
で
す
。
田
ん
ぼ
の
中
に
捨
て
ら
れ

た
ア
キ
缶
、
ゴ
ミ
は
ど
ん
な
収
集
車
も
そ
れ
を

回
収
し
て
い

っ
て
は
く
れ
ま
せ
ん
。

こ
こ
、

一
・
二
年
、
ア
ル
ミ
や
ブ
リ
キ
の
缶

の
ほ
か
に
、
ガ
ラ
ス
の
ボ
ト
ル
も
見
う
け
ら
れ

る
よ
う
に
な
リ
ま
し
た
。
中
に
は
丁
寧
に
も
ス

ー
パ
ー
の
ビ

ニ
ー
ル
袋
て
く
る
め
た
も
の
ま
で

あ
リ
ま
し
た
。
う
ま
い
富
山
米
の
名
を
汚
さ
な

い
た
め
に
も
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
に
は
、

ア
キ
缶
や
ア
キ
場
の
ポ
イ
捨
て
は
や
め
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

富
山
市

男

見てください

聞いてください

ラジオ広報

・FMとやま
“ふれあいホットライン"
県内各地からホットな話題を
クリアなサウンドでおとどけ
します
毎週月 一金曜日 AM9:30-9: 35 

県広報

テレビ広報
・北日本放送

毎週日曜日 AM8:00-8: 30 
「こんにちは富山県です」
-富山テレビ放送

毎週日曜日 AM9:00-9:30 
rll0万人のひろば
ークイズフォーカスインー」

新 聞広 報

・北日本、富山、読売、北陸中日
毎週第2土曜日
「県からのお知らせ」
毎月最終土曜日
「みんなの県政」

・朝日、毎日

毎月第2、最終土曜日
「県からのお知らせ」

'1全

骨骨量岨直属固圃司書記咽
。同局面;ji;J;i忍潤同副喧t4F.J

.困りごと相談所

警察本部防犯少年課

宮 (0764)33-8080
-覚せい剤 ・サラ金相談

警察本部生活保安課

宮 (0764)41-8904
-暴力団ゼロ110番

警察本部捜査第二課

宮 (0764)42-0110
このほか各警察署でも受け

付けています。

-gr，当 事司睡姐国臣・
.消費生活センター

富山市安住町7-18
安住町第一生命ビル内

宮 (0764)32-9233

-・・・E宅.3掴回・耳置唖E・F-:"_.
富山市新総曲輪1-7(県庁内)
宮 (0764)31-4111附
31-3131 (県民電話)

室品主キ目民-県

-消費生活センタ一高岡支所

高岡市本丸町7-1
本丸会館内
包 (0766)25-2777

高岡市赤祖父211(総合庁舎内)
宮 (0766)219411 

魚津市新宿10-7(総合庁舎内)
宮 (0765)24-5311

-高岡地方県民相談室

-魚津地方県民相談室

砺;皮市幸町1-7(総合庁舎内)
宮 (0763)33-5151

ヨレ曇-ロ

-Rセミ
の
声
が
ぷ

っ
つ
り
と
聴
こ
え
な
く

な
り
ま
し
た
。
か
わ
リ
に
秋
の
虫
の
声
が

聴
こ
え
て
き
ま
す
。
草
む
ら
の
中
で
鳴
い

て
い
る
の
は
、
コ
オ
ロ
ギ
な
ん
だ
ろ
う
け

ど
、
ど
れ
が
コ
オ
ロ
ギ
の
鳴
き
戸
て
、
ど

れ
が
ウ
マ
オ
イ
、
キ
リ
ギ
リ
ス
、
ス
ズ
ム

シ
な
の
か
区
別
が
つ
き
ま
せ
ん
。
と
い
う

の
も
、
混
声
四
部
合
唱
、
八
部
合
唱
の
大

コ
ー
ラ
ス
隊
を
編
成
し
て
い
る
か
ら
。
コ

ン
ダ
ク
タ
ー
も
い
な
い
の
に
上
手
な
コ
ー

ラ
ス
だ
と
思
い

『庭
前
ク
ー
ル
ク
口
ア
』

と
命
名
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

集

-R春に
蒔
い
た
コ
ス
モ

ス
が
花
を
付
け
種

に
な
リ
ま
し
た
。
た
っ
た

一
粒
の
種
か
ら

数
百
と
い
う
種
が
出
来
ま
し
た
。
ち
ゃ
ん

と
乾
燥
さ
せ
て
か
ら
袋
に
入
れ
て
取
っ
て

お
き
ま
し
ょ
う
。
そ
し
て
こ
の
種
に
お
願

い
し
ま
し
ょ
う
。
来
年
も
き
れ
い
な
花
を

見
せ
て
く
だ
さ
い
ね

ッ
と
。
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後編

-砺;皮地方県民相談室

F 

富
山
市
石
倉
町
は
、
江
戸
時
代
に
富
山
藩
の
石
倉
が

あ
っ
た
こ
と
か
ら
つ
け
ら
れ
た
名
称
で
、
富
山
市
の
繁

華
街
西
町
、
中
央
通
リ
の
東
側
に
あ
リ
ま
す
。

」
の
石
倉
町
に
あ
る
延
命
地
蔵
尊
は
、
安
政
五
年
の

大
地
震
(
対
部
崩
れ
)
の
際
、
常
願
寺
川
の
洪
水
に
よ
リ

立
山
か
ら
流
れ
っ
き
、
は
や
リ
の
悪
病
を
鎮
め
た
と
言

い
伝
え
ら
れ
、

立
派
な
御
堂
に
祭
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ

み

た

-h

し
て
こ
の
御
堂
の
境
内
に
あ
る
清
水
、
御
手
洗
い
水
は
、

万
病
に
効
く
霊
水
と
も
い
わ
れ
各
地
か
ら
水
を
求
め
て

く
る
人
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

延
命
地
蔵
奉
賛
会
や
近
所
の
人
た
ち
は
、
毎
日
、
御

堂
内
を
掃
除
し
た
リ
、
花
を
供
え
る
な
ど
、
町
ぐ
る
み

で
大
切
に
守
っ
て
い
ま
す
。



-
活
き
の
よ
さ
、
味
の
よ
さ
、

扶
の
よ
さ
を
方
載
し
て
、

「
持
産
王
国
と
や
ま
」
の

首
都
周
け
で
す
。

好
評
の
「
特
産
王
国
と
や
ま
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
」
が
こ
と
し
も
開
催
さ
れ
ま

す
。
農
産
、
畜
産
、
水
産
、
林
産
物
を

は
じ
め
、

工

・
民
芸
品
、
山
村
特
産
品

な
，ど
、
県
内
各
地
の
特
産
物
が

一
堂
に

展
示
・
即
売
。

こ
と
し
は
、
何
が
人
気

を
呼
ぶ
か
、
ど
ん
な
新
顔
が
登
場
す
る

か
、
楽
し
み
で
す
ヨ
グ

-
会
期
昭
和
引
年
叩
月
お
日
出
・
お
日
同

午
前

9
時
犯
分
|

|
午
後
5
時

圃
場
所

富
山
産
業
展
示
館

(
テ
ク
ノ
ホ
l
ル
)

①
会
場
構
成

展
示
コ
ー
ナ
ー
実
演

コ
ー
ナ
ー
即
売
コ
ー

ナ
ー
産
直
コ
ー
ナ
ー

特
産
品
開
発
コ
ー
ナ
ー

な
ど
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